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 ⑶ 通信シスデムでの GMPLS（Generalized Multi-Protocol Label Switching）ネットワークを対象として、NP
困難な組合せ問題となるためメタヒューリスティックな手法により近似解を求めることが多い最適パス設計問題に
おいて、最適解からどの程度乖離しているのかを評価することがネットワーク運用者の参考情報として付加価値を生
むと考え、問題の下解値を評価できるラグランジュ緩和法を用いた求解方法を提案している。 
 以上のように、本論文はネットワークフロー解析に基づいた社会ライフラインの高度運用および設計において成果
を挙げた先駆的研究として、情報科学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士（情報科学）の学位論文とし
て価値あるものと認める。 
